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▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
に
取
り
組
み
、
市

民
の
安
全
安
心
を
確
保
し
た
上
で

市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
夢
と
希

望
と
愛
に
満
ち
、
次
世
代
に
つ
な

げ
る
、
共
生
と
交
流
の
ま
ち
陸
前

高
田
」
の
創
造
を
目
指
し
た
事
業

展
開
▽
国
の
第
２
期
復
興
・
創
生

期
間
の
初
年
度
と
な
り
、
心
の
ケ

ア
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に
き

め
細
や
か
な
事
業
実
施
に
努
め
、

復
興
の
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
・
な

り
わ
い
の
再
生
を
強
力
に
推
進
▽

コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
状
況
の
悪
化

や
復
旧
・
復
興
事
業
完
了
に
伴
う

市
税
等
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
、
事
業
効
果
、
効
率
性
の
観
点

か
ら
既
存
事
業
の
見
直
し
と
経
費

の
節
減
を
行
い
、
創
意
と
工
夫
に

よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
最
大
限

の
有
効
活
用
を
図
り
、
復
興
後
を

見
据
え
た
内
容
と
す
る
。

一般会計予算の主要事業（総合計画の基本目標ごと）

◯復興の確実な推進と誰もが安心して暮らすまちづくり
　（22事業）
　・生活再建住宅支援事業費　１億１６３７万円
　・区画整理地内等住宅再建支援事業費　８１００万円
　・防災集団移転促進事業費　６８５８万円　ほか

◯快適に気持ちよく暮らすまちづくり（47事業）
　・橋梁維持補修事業費　１億６７０７万円
　・市道改良舗装事業費　１億９５０万円　ほか

◯安全・安心で環境にやさしいまちづくり（37事業）
　・消防団運営費　６４９３万円
　・防災行政無線等維持管理事業費　２１９０万円　ほか

◯子どもたちを健やかに育むまちづくり（72事業）
　・法人立保育園児童保育実施事業費　４億４１４２万円
　・放課後児童健全育成事業費　７２６７万円
　・児童生徒遠距離通学事業費　５４８０万円　ほか

◯ともに支え、健康に暮らすまちづくり（54事業）
　・障がい者自立支援給付事業費　５億８５８４万円
　・ふるさと納税活用事業費　４億７６８万円
　・新型コロナウイルスワクチン接種事業費　８８００万円　ほか

◯市民と築く交流と連携の住みよいまちづくり（19事業）
　・コミュニティ推進事業費　６２１１万円
　・人口定住増加対策推進事業費　５００６万円　ほか

◯活力に満ちあふれ豊かに暮らすまちづくり（83事業）
　・貸工場整備事業費　６億２６４３万円
　・今泉北地区農地整備事業費　２億６１００万円　ほか
◯市民にわかりやすく健全な行財政運営（31事業）
　・財産管理事務費　29億２５７２万円
　・長期債償還元金　14億５４１２万円　ほか
◯その他（81事業）
　・人件費や管理事務経費など　20億５６７２万円

主な新規事業
（主要事業と重複あり）

・東日本大震災の記憶伝承事業費
　（３・11 仮設住宅体験館の運営）
　　　　　　　　　　　　　　３００万円

・子どもの未来応援事業費
　（制服のリユース事業業務委託料）
　　　　　　　　　　　　　　　３７万円

・持続可能な漁業推進事業費
　（ウニの養殖事業に対する補助金）
　　　　　　　　　　　　　　２００万円

・交流人口拡大イベント開催事業費
　（企業版ふるさと納税を活用した花火大会の開催への補助）　
　　　　　　　　　　　　　　　　１０００万円

・消防屯所新築事業費
　（竹駒分団第２部用地造成工事）
　　　　　　　　　　　　　２４８４万円

・障がい者就労支援事業費
　（障がい者の就労支援業務委託料）
　　　　　　　　　　　　　１４７０万円

・貸工場整備事業費
　（ピーカンナッツ産業振興施設の整備）　
　　　　　　　　　　　　　　　　６億円

・庁舎維持管理事業費
　（旧庁舎の解体工事）
　　　　　　　　　　　２億８６５５万円

・地域循環型エネルギー推進事業費　
　（グリーンスローモビリティ導入での車両購入ほか）
　　　　　　　　　　　　　　　２５２２万円

・配食サービス事業費
　（主に高齢者を対象に食事を届け安否確認などの見守り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　１８８５万円

・交流人口拡大事業費
　（今泉北地区の野外音楽堂整備に対する補助）
　　　　　　　　　　　　　　　　２億円

　修
正
案
と
附
帯

　決
議
案
を
否
決

　　

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す

る
予
算
等
特
別
委
員
会
（
中
野
貴

徳
委
員
長
）
の
審
査
最
終
日
と

な
っ
た
17
日
、
令
和
３
年
度
の
各

種
会
計
予
算
案
質
疑
終
了
後
、
菅

野
広
紀
議
員
が
一
般
会
計
予
算
案

に
対
す
る
修
正
案
（
賛
成
者
・
伊

藤
勇
一
議
員
、
大
和
田
加
代
子
議

員
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
歳
出
に
計
上
さ

れ
た
交
流
人
口
拡
大
事
業
費
の
野

外
音
楽
堂
施
設
整
備
事
業
費
補
助

金
２
億
円
の
削
除
を
求
め
た
も
の

で
、「
個
人
の
財
産
と
な
る
も
の

に
補
助
金
交
付
は
お
か
し
い
」
と

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
議
員
間
討
議
で
、「
補

助
金
の
削
除
を
求
め
る
ま
で
で
も

な
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

採
決
し
た
結
果
、
修
正
案
は
賛
成

少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
例
会
最
終
日
の
19
日

一
般
会
計
予
算
案
巡
り
議
論

に
本
会
議
を
開
き
、
一
般
会
計
予

算
案
を
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
。
菅
野
議
員
が
一
般
会

計
予
算
の
執
行
に
当
た
り
、「
各

種
事
業
へ
の
補
助
金
支
出
に
つ
い

て
対
象
経
費
や
算
定
基
準
を
明
確

に
す
る
た
め
、
要
綱
等
を
整
備
す

る
こ
と
」
な
ど
と
し
た
附
帯
決
議

案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
賛
成
少

数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
新
教
育
長

　
に
山
田
氏

　

こ
の
ほ
か
、
大
久
保
裕
明
教
育

長
の
辞
職
（
３
月
31
日
）
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
山
田
市
雄
氏
（
米
崎

町
、
69
歳
）
を
教
育
長
に
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

山
田
氏
は
昭
和
50
年
３
月
に
早

稲
田
大
学
教
育
学
部
理
学
科
を
卒

業
。
そ
の
後
、
県
内
の
各
高
校
で

教
諭
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、
釜
石

南
高
校
や
一
関
第
一
高
校
、
盛
岡

第
三
高
校
で
校
長
。
平
成
24
年
４

月
か
ら
29
年
９
月
ま
で
本
市
教
育

長
を
務
め
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
を
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
１
人
が
６
月

30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、
後
任
の
候
補
者
と
し
て
次

の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

◯
広
田
町

　

佐
々
木　

善
仁　

氏
（
70
歳
）

【表決が分かれた案件】

※「○」は賛成、「×」は反対。「議」は議長のため、採否に参加せず。

議案第 31号
令和３年度陸前高田市
一般会計予算

発議第４号
議案第31号令和３年度
陸前高田市一般会計予
算に対する附帯決議案
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新
年
度
予
算

編
成
方
針

国
の
第
２
期
復
興・

創
生
期
間
初
年
度

松枯れ被害の青松島（広田町）


